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(57)【要約】
　陰圧療法システムにおいて、マトリックスメタロプロ
テアーゼ（ＭＭＰ）、エラスターゼ、および細菌プロテ
アーゼを含むプロテアーゼを調節するためのシステム、
方法、および装置が説明されている。犠牲基質を有する
メッシュが含まれている。犠牲基質は複数のコラーゲン
繊維を含み、これらコラーゲン繊維は、支持材で強化さ
れ、かつ互いに交差して、複数の開口部を有するコラー
ゲン繊維のネットワークを形成する。複数の開口部の開
口部は、約０．５ｍｍ２～約２０ｍｍ２の平均面積を有
し、メッシュを通した陰圧の流れを可能にする。犠牲基
質はまた、酸化再生セルロースを含み得る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陰圧療法システムにおいてプロテアーゼを調節するためのメッシュにおいて、
　複数のコラーゲン繊維を有する犠牲基質であって、これらコラーゲン繊維が、支持材に
よって強化され、かつ互いに交差して、複数の開口部を有するコラーゲン繊維のネットワ
ークを形成する、犠牲基質
を含み、
　前記複数の開口部の前記開口部は、約０．２ｍｍ２～約２０ｍｍ２の平均面積を有し、
前記メッシュを通した陰圧の流れを可能にすることを特徴とする、メッシュ。
【請求項２】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記開口部は、全体的に円形であり、および約０
．５ｍｍ～約５．０ｍｍの平均直径を有することを特徴とする、メッシュ。
【請求項３】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記開口部は、全体的に円形であり、および約１
ｍｍ～約２．５ｍｍの平均直径を有することを特徴とする、メッシュ。
【請求項４】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記コラーゲン繊維の直径は約１ミリメートル未
満であることを特徴とする、メッシュ。
【請求項５】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記コラーゲン繊維の直径は約１ミクロン～５０
ミクロンであることを特徴とする、メッシュ。
【請求項６】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記ネットワークの厚さは約５ミクロン～約２ミ
リメートルであることを特徴とする、メッシュ。
【請求項７】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記ネットワークの厚さは約２５ミクロンである
ことを特徴とする、メッシュ。
【請求項８】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記コラーゲン繊維のコラーゲン含有量は、前記
コラーゲン繊維の総材料の約１０％～約５０％であることを特徴とする、メッシュ。
【請求項９】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記コラーゲン繊維は一連のコラーゲン要素を含
むことを特徴とする、メッシュ。
【請求項１０】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記支持材が支持繊維を含むことを特徴とする、
メッシュ。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のメッシュにおいて、前記支持繊維が、前記複数のコラーゲン繊維と
撚り合わされることを特徴とする、メッシュ。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のメッシュにおいて、前記支持繊維が、別個のコラーゲン要素を支持
して、前記複数のコラーゲン繊維を形成することを特徴とする、メッシュ。
【請求項１３】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、さらに、前記複数のコラーゲン繊維に動作可能に
結合された複数の支持繊維を含むことを特徴とする、メッシュ。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のメッシュにおいて、前記複数の支持繊維および前記複数のコラーゲ
ン繊維が、一緒に織られていることを特徴とする、メッシュ。
【請求項１５】
　請求項１３に記載のメッシュにおいて、前記支持繊維が水溶性であることを特徴とする
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、メッシュ。
【請求項１６】
　請求項１３に記載のメッシュにおいて、前記支持繊維が生分解性であることを特徴とす
る、メッシュ。
【請求項１７】
　請求項１３に記載のメッシュにおいて、前記複数のコラーゲン繊維および前記複数の支
持繊維のコラーゲン含有量は、前記犠牲基質の約１０％～約５０％であることを特徴とす
る、メッシュ。
【請求項１８】
　請求項１３に記載のメッシュにおいて、前記コラーゲン繊維および支持繊維が不織であ
ることを特徴とする、メッシュ。
【請求項１９】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、前記コラーゲン繊維が：
　コラーゲンから形成されたステープルファイバーと；
　前記支持材から形成されたステープルファイバーと
を含み、
　コラーゲンで形成された前記ステープルファイバーと、前記支持材で形成された前記ス
テープルファイバーとが、一緒に撚り合わされて、前記コラーゲン繊維を形成することを
特徴とする、メッシュ。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のメッシュにおいて、前記支持材が、ポリエチレンオキシド、アルギ
ン酸、ポリ乳酸、ポリビニルアルコール、ポリカプララクトン、およびポリアミドからな
る群から選択された１つ以上を含むことを特徴とする、メッシュ。
【請求項２１】
　請求項１９に記載のメッシュにおいて、コラーゲンから形成された前記ステープルファ
イバーの長さが、約４ｍｍ～約６ｍｍであることを特徴とする、メッシュ。
【請求項２２】
　請求項１９に記載のメッシュにおいて、前記コラーゲン繊維のコラーゲン含有量が、前
記コラーゲン繊維の総材料の約１０％～約５０％であることを特徴とする、メッシュ。
【請求項２３】
　請求項１に記載のメッシュにおいて、さらに、前記コラーゲン繊維と交差して、前記複
数の開口部を有する前記ネットワークを形成する、複数の酸化再生セルロース繊維を含む
ことを特徴とする、メッシュ。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のメッシュにおいて、前記メッシュの約４５％が酸化再生セルロース
繊維を含むことを特徴とする、メッシュ。
【請求項２５】
　請求項２３に記載のメッシュにおいて、前記メッシュの約５５％がコラーゲン繊維を含
むことを特徴とする、メッシュ。
【請求項２６】
　組織部位においてプロテアーゼを調節するための陰圧療法システムにおいて、前記シス
テムは：
　複数のコラーゲン繊維を含んでいて、これらコラーゲン繊維は、支持材によって強化さ
れ、かつ互いに交差して、複数の開口部を有するコラーゲン繊維のネットワークを形成す
る、調節層であって；
　前記複数の開口部の前記開口部は、約０．５ｍｍ～約５ｍｍの平均有効径を有し、前記
メッシュを通る前記陰圧の流れを可能にする、調節層と；
　前記ネットワークに隣接して位置決めされるように構成されたマニホールドと；
　前記マニホールドおよび前記ネットワークの上側を覆って位置決めされかつ前記組織部
位に隣接する組織に結合されて、密閉空間を形成するように構成されたカバーと；
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　前記マニホールドに流体的に結合されて、前記マニホールドおよび前記ネットワークを
通して前記密閉空間に陰圧をもたらすように構成された陰圧源と
を含むことを特徴とする、システム。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の方法において、前記開口部の平均面積が約０．２ｍｍ２～約２０．
０ｍｍ２であることを特徴とする、方法。
【請求項２８】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記開口部が、全体的に円形であり、および約
１ｍｍ～約２．５ｍｍの平均直径を有することを特徴とする、システム。
【請求項２９】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記コラーゲン繊維の直径が約１ミリメートル
未満であることを特徴とする、システム。
【請求項３０】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記コラーゲン繊維の直径が約１ミクロン～５
０ミクロンであることを特徴とする、システム。
【請求項３１】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記ネットワークの厚さが約５ミクロン～約２
ミリメートルであることを特徴とする、システム。
【請求項３２】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記ネットワークの厚さが約２５ミクロンであ
ることを特徴とする、システム。
【請求項３３】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記コラーゲン繊維のコラーゲン含有量が、前
記コラーゲン繊維の総材料の約１０％～約５０％であることを特徴とする、システム。
【請求項３４】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記コラーゲン繊維が一連のコラーゲン要素を
含むことを特徴とする、システム。
【請求項３５】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記支持材が支持繊維を含むことを特徴とする
、システム。
【請求項３６】
　請求項３５に記載のシステムにおいて、前記支持繊維が前記複数のコラーゲン繊維と撚
り合わされることを特徴とする、システム。
【請求項３７】
　請求項３５に記載のシステムにおいて、前記支持繊維が、別個のコラーゲン要素を支持
して、前記複数のコラーゲン繊維を形成することを特徴とする、システム。
【請求項３８】
　請求項３７に記載のシステムにおいて、さらに、前記複数のコラーゲン繊維に動作可能
に結合された複数の支持繊維を含むことを特徴とする、システム。
【請求項３９】
　請求項３７に記載のシステムにおいて、前記複数の支持繊維および前記複数のコラーゲ
ン繊維が、一緒に織られることを特徴とする、システム。
【請求項４０】
　請求項３７に記載のシステムにおいて、前記支持繊維が水溶性であることを特徴とする
、システム。
【請求項４１】
　請求項３７に記載のシステムにおいて、前記支持繊維が生分解性であることを特徴とす
る、システム。
【請求項４２】
　請求項３７に記載のシステムにおいて、前記複数のコラーゲン繊維および前記複数の支
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持繊維のコラーゲン含有量が、前記調節層の約１０％～約５０％であることを特徴とする
、システム。
【請求項４３】
　請求項３７に記載のシステムにおいて、前記コラーゲン繊維および支持繊維が不織であ
ることを特徴とする、システム。
【請求項４４】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記コラーゲン繊維が：
　コラーゲンから形成されたステープルファイバーと；
　前記支持材から形成されたステープルファイバーと
を含み、
　コラーゲンで形成された前記ステープルファイバーと、前記支持材で形成された前記ス
テープルファイバーとが、一緒に撚り合わされて、前記コラーゲン繊維を形成することを
特徴とする、システム。
【請求項４５】
　請求項４４に記載のシステムにおいて、前記支持材が、ポリエチレンオキシド、アルギ
ン酸、ポリ乳酸、ポリビニルアルコール、ポリカプララクトン、およびポリアミドからな
る群から選択された１つ以上を含むことを特徴とする、システム。
【請求項４６】
　請求項４４に記載のシステムにおいて、コラーゲンから形成された前記ステープルファ
イバーの長さが、約４ｍｍ～約６ｍｍであることを特徴とする、システム。
【請求項４７】
　請求項４４に記載のシステムにおいて、前記コラーゲン繊維のコラーゲン含有量が、前
記コラーゲン繊維の総材料の約１０％～約５０％であることを特徴とする、システム。
【請求項４８】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、さらに、前記コラーゲン繊維と交差して、前記
複数の開口部を有する前記ネットワークを形成する、複数の酸化再生セルロース繊維を含
むことを特徴とする、システム。
【請求項４９】
　請求項４８に記載のシステムにおいて、前記メッシュの約４５％が酸化再生セルロース
繊維を含むことを特徴とする、システム。
【請求項５０】
　請求項４８に記載のシステムにおいて、前記メッシュの約５５％がコラーゲン繊維を含
むことを特徴とする、システム。
【請求項５１】
　陰圧療法環境内の組織部位におけるプロテアーゼを調節するための装置を製造する方法
において、
　支持材で強化された複数のコラーゲン繊維を形成するステップと；
　前記複数のコラーゲン繊維を有する犠牲基質を形成するステップと；
　互いの交差点において前記複数のコラーゲン繊維を互いに結合し、複数の開口部を有す
るコラーゲン繊維のネットワークを形成するステップと
を含み、
　前記複数の開口部の前記開口部は、約０．５ｍｍ～約５ｍｍの平均有効径を有し、前記
メッシュを通る陰圧の前記流れを可能にすることを特徴とする、方法。
【請求項５２】
　請求項５１に記載の方法において、前記開口部の平均面積が約０．２ｍｍ２～約２０．
０ｍｍ２であることを特徴とする、方法。
【請求項５３】
　請求項５１に記載の方法において、前記開口部が、全体的に円形であり、および約１ｍ
ｍ～約２．５ｍｍの平均直径を有することを特徴とする、方法。
【請求項５４】
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　請求項５１に記載の方法において、前記コラーゲン繊維の直径が約１ミリメートル未満
であることを特徴とする、方法。
【請求項５５】
　請求項５１に記載の方法において、前記コラーゲン繊維の直径が約１ミクロン～５０ミ
クロンであることを特徴とする、方法。
【請求項５６】
　請求項５１に記載の方法において、前記ネットワークの厚さが約５ミクロン～約２ミリ
メートルであることを特徴とする、方法。
【請求項５７】
　請求項５１に記載の方法において、前記ネットワークの厚さが約２５ミクロンであるこ
とを特徴とする、方法。
【請求項５８】
　請求項５１に記載の方法において、前記コラーゲン繊維のコラーゲン含有量が、前記コ
ラーゲン繊維の総材料の約１０％～約５０％であることを特徴とする、方法。
【請求項５９】
　請求項５１に記載の方法において、前記コラーゲン繊維が一連のコラーゲン要素を含む
ことを特徴とする、方法。
【請求項６０】
　請求項５１に記載の方法において、前記支持材が支持繊維を含むことを特徴とする、方
法。
【請求項６１】
　請求項５１に記載の方法において、前記方法が、さらに、前記支持繊維を前記複数のコ
ラーゲン繊維と一緒に撚り合わせるステップを含むことを特徴とする、方法。
【請求項６２】
　請求項５１に記載の方法において、前記支持繊維が、別個のコラーゲン要素を支持して
、前記複数のコラーゲン繊維を形成することを特徴とする、方法。
【請求項６３】
　請求項５１に記載の方法において、さらに、複数の支持繊維を前記複数のコラーゲン繊
維に動作可能に結合するステップを含むことを特徴とする、方法。
【請求項６４】
　請求項６３に記載の方法において、前記方法が、さらに、前記複数の支持繊維と前記複
数のコラーゲン繊維とを一緒に織るステップを含むことを特徴とする、方法。
【請求項６５】
　請求項６３に記載の方法において、前記支持繊維が水溶性であることを特徴とする、方
法。
【請求項６６】
　請求項６３に記載の方法において、前記支持繊維が生分解性であることを特徴とする、
方法。
【請求項６７】
　請求項６３に記載の方法において、前記複数のコラーゲン繊維および前記複数の支持繊
維のコラーゲン含有量が、前記犠牲基質の約１０％～約５０％であることを特徴とする、
方法。
【請求項６８】
　請求項６３に記載の方法において、前記コラーゲン繊維および支持繊維が不織であるこ
とを特徴とする、方法。
【請求項６９】
　請求項５１に記載の方法において、前記複数のコラーゲン繊維を形成するステップが：
　コラーゲンからステープルファイバーを形成するステップと；
　前記支持材からステープルファイバーを形成するステップと；
　コラーゲンで形成された前記ステープルファイバーと前記支持材で形成された前記ステ
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ープルファイバーとを撚り合わせて、前記コラーゲン繊維を形成するステップと
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項７０】
　請求項６９に記載の方法において、前記支持材が、ポリエチレンオキシド、アルギン酸
、ポリ乳酸、ポリビニルアルコール、ポリカプララクトン、およびポリアミドからなる群
から選択される１つ以上を含むことを特徴とする、方法。
【請求項７１】
　請求項６９に記載の方法において、コラーゲンから形成された前記ステープルファイバ
ーの長さが、約４ｍｍ～約６ｍｍであることを特徴とする、方法。
【請求項７２】
　請求項６９に記載の方法において、前記コラーゲン繊維のコラーゲン含有量が、前記コ
ラーゲン繊維の総材料の約１０％～約５０％であることを特徴とする、方法。
【請求項７３】
　請求項５１に記載の方法において、さらに、前記コラーゲン繊維と交差して、前記複数
の開口部を有する前記ネットワークを形成する、複数の酸化再生セルロース繊維を含むこ
とを特徴とする、方法。
【請求項７４】
　請求項７３に記載の方法において、前記メッシュの約４５％が酸化再生セルロース繊維
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項７５】
　請求項７３に記載の方法において、前記メッシュの約５５％がコラーゲン繊維を含むこ
とを特徴とする、方法。
【請求項７６】
　陰圧療法をもたらしかつ組織部位においてプロテアーゼを調節する方法において、
　支持材で強化されかつ互いに交差して複数の開口部を形成する複数のコラーゲン繊維を
含む、犠牲ネットワークを提供するステップであって；
　前記複数の開口部の前記開口部が、約０．２ｍｍ２～約２０ｍｍ２の平均面積を有し、
前記メッシュを通る陰圧の前記流れを可能にする、ステップと；
　前記組織部位に隣接して前記犠牲ネットワークを位置決めするステップと；
　前記犠牲ネットワークに隣接してマニホールドを位置決めするステップと；
　前記マニホールドに陰圧源を流体的に結合するステップと；
　前記マニホールドおよび前記犠牲ネットワークを通して前記組織部位に陰圧をもたらす
ステップと
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項７７】
　請求項７６に記載の方法において、前記開口部が、全体的に円形であり、および約１．
０ｍｍ～約５．０ｍｍの平均直径を有することを特徴とする、方法。
【請求項７８】
　請求項７６に記載の方法において、前記開口部が、全体的に円形であり、および約１ｍ
ｍ～約２．５ｍｍの平均直径を有することを特徴とする、方法。
【請求項７９】
　請求項７６に記載の方法において、前記コラーゲン繊維の直径が約１ミリメートル未満
であることを特徴とする、方法。
【請求項８０】
　請求項７６に記載の方法において、前記コラーゲン繊維の直径が約１ミクロン～５０ミ
クロンであることを特徴とする、方法。
【請求項８１】
　請求項７６に記載の方法において、前記ネットワークの厚さが約５ミクロン～約２ミリ
メートルであることを特徴とする、方法。
【請求項８２】
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　請求項７６に記載の方法において、前記ネットワークの厚さが約２５ミクロンであるこ
とを特徴とする、方法。
【請求項８３】
　請求項７６に記載の方法において、前記コラーゲン繊維のコラーゲン含有量が、前記コ
ラーゲン繊維の総材料の約１０％～約５０％であることを特徴とする、方法。
【請求項８４】
　請求項７６に記載の方法において、前記コラーゲン繊維が一連のコラーゲン要素を含む
ことを特徴とする、方法。
【請求項８５】
　請求項７６に記載の方法において、前記支持材が支持繊維を含むことを特徴とする、方
法。
【請求項８６】
　請求項７６に記載の方法において、前記方法が、さらに、前記支持繊維を前記複数のコ
ラーゲン繊維と撚り合わせるステップを含むことを特徴とする、方法。
【請求項８７】
　請求項７６に記載の方法において、前記支持繊維が、別個のコラーゲン要素を支持して
、前記複数のコラーゲン繊維を形成することを特徴とする、方法。
【請求項８８】
　請求項７６に記載の方法において、さらに、複数の支持繊維を前記複数のコラーゲン繊
維に動作可能に結合するステップを含むことを特徴とする、方法。
【請求項８９】
　請求項７６に記載の方法において、前記方法が、さらに、前記複数の支持繊維と前記複
数のコラーゲン繊維とを一緒に織るステップを含むことを特徴とする、方法。
【請求項９０】
　請求項７６に記載の方法において、前記支持繊維が水溶性であることを特徴とする、方
法。
【請求項９１】
　請求項７６に記載の方法において、前記支持繊維が生分解性であることを特徴とする、
方法。
【請求項９２】
　請求項７６に記載の方法において、前記複数のコラーゲン繊維および前記複数の支持繊
維のコラーゲン含有量が、前記犠牲ネットワークの約１０％～約５０％であることを特徴
とする、方法。
【請求項９３】
　請求項７６に記載の方法において、前記コラーゲン繊維および支持繊維が不織であるこ
とを特徴とする、方法。
【請求項９４】
　請求項７６に記載の方法において、前記複数のコラーゲン繊維を形成するステップが：
　コラーゲンからステープルファイバーを形成するステップと；
　前記支持材からステープルファイバーを形成するステップと；
　コラーゲンで形成された前記ステープルファイバーと前記支持材で形成された前記ステ
ープルファイバーとを撚り合わせて、前記コラーゲン繊維を形成するステップと
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項９５】
　請求項９４に記載の方法において、前記支持材が、ポリエチレンオキシド、アルギン酸
、ポリ乳酸、ポリビニルアルコール、ポリカプララクトン、およびポリアミドからなる群
から選択される１つ以上を含むことを特徴とする、方法。
【請求項９６】
　請求項９４に記載の方法において、コラーゲンから形成された前記ステープルファイバ
ーの長さが、約４ｍｍ～約６ｍｍであることを特徴とする、方法。
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【請求項９７】
　請求項９４に記載の方法において、前記コラーゲン繊維のコラーゲン含有量が、前記コ
ラーゲン繊維の総材料の約１０％～約５０％であることを特徴とする、方法。
【請求項９８】
　請求項７６に記載の方法において、さらに、前記コラーゲン繊維と交差して、前記複数
の開口部を有する前記ネットワークを形成する、複数の酸化再生セルロース繊維を含むこ
とを特徴とする、方法。
【請求項９９】
　請求項９８に記載の方法において、前記メッシュの約４５％が、酸化再生セルロース繊
維を含むことを特徴とする、方法。
【請求項１００】
　請求項９８に記載の方法において、前記メッシュの約５５％がコラーゲン繊維を含むこ
とを特徴とする、方法。
【請求項１０１】
　本明細書で実質的に説明されたシステム、装置、および方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本発明は、３５ＵＳＣ§１１９（ｅ）下において、Ｌｏｃｋｅらによる２０１４年８月
１１日出願の米国仮特許出願第６２／０３５，８８０号（「Ｐｒｏｔｅａｓｅ　Ｍｏｄｕ
ｌａｔｉｎｇ　Ｗｏｕｎｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｌａｙｅｒ　ｆｏｒ　ｕｓｅ　ｗｉｔ
ｈ　Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｗｏｕｎｄ　Ｔｈｅｒａｐｙ」）の利益を主
張し、これを、あらゆる点において本願明細書に援用する。
【０００２】
　添付の特許請求の範囲において説明される本発明は、概して、組織治療システムに関し
、より詳細には、限定されるものではないが、組織部位のマトリックスメタロプロテアー
ゼを調節する（ｍｏｄｕｌａｔｅ）創傷インターフェース層に関する。
【背景技術】
【０００３】
　臨床試験および診療から、組織部位に近接して減圧を行うことによって、組織部位にお
ける新しい組織の成長を増強および加速し得ることが示されている。この現象の適用例は
多数あるが、創傷の治療に特に有利であることが分かっている。外傷、手術、または別の
原因であるかなどの創傷の病因に関わらず、創傷を適切にケアすることが、結果に対し重
要である。陰圧による創傷または他の組織の治療は、一般に「陰圧療法」と称し得るが、
例えば「陰圧閉鎖療法」、「陰圧療法」、「真空療法」、および「真空補助閉鎖法（ｖａ
ｃｕｕｍ－ａｓｓｉｓｔｅｄ　ｃｌｏｓｕｒｅ）」を含む他の名称によっても知られてい
る。陰圧療法はいくつもの利点を提供し、それら利点には、上皮組織および皮下組織の移
動、血流の改善、および創傷部位における組織の微小変形が含まれ得る。同時に、これら
の利点により、肉芽組織の発生を増やし、および治癒にかかる時間を短縮することができ
る。
【０００４】
　陰圧療法の臨床的利点は広く知られているものの、陰圧療法のコストおよび複雑さは、
その適用の制限要因となり得、および陰圧システム、その構成要素、およびプロセスの開
発および操作が、製造者、ヘルスケア提供者、および患者に重大な課題を突き付け続けて
いる。
【発明の概要】
【０００５】
　陰圧療法環境においてマトリックスメタロプロテアーゼ（ＭＭＰ）を調節するための、
新しくかつ有用なシステム、装置、および方法が、添付の特許請求の範囲に説明されてい
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る。説明に役立つ実施形態はまた、当業者が、特許請求する主題を作製しかつ使用できる
ようにするために、提供されている。例えば、陰圧療法システムにおいてマトリックスメ
タロプロテアーゼ（ＭＭＰ）を調節するためのメッシュが説明されている。メッシュは、
複数のコラーゲン繊維を含む犠牲基質を含み、これらコラーゲン繊維は、支持材で強化さ
れ、かつ互いに交差して、複数の開口部を有するコラーゲン繊維のネットワークを形成し
得る。複数の開口部の開口部は、約０．２ｍｍ２～約２０ｍｍ２の平均面積を有し、メッ
シュを通した陰圧の流れを可能にする。
【０００６】
　あるいは、他の例示的な実施形態は、組織部位のマトリックスメタロプロテアーゼ（Ｍ
ＭＰ）を調節する陰圧療法システムを説明する。システムは、複数のコラーゲン繊維を含
む調節層を含み、これらコラーゲン繊維は、支持材で強化され、かつ互いに交差して、複
数の開口部を有するコラーゲン繊維のネットワークを形成する。複数の開口部の開口部は
、約０．２ｍｍ２～約２０ｍｍ２の平均面積を有し、メッシュを通した陰圧の流れを可能
にする。システムはまた、ネットワークに隣接して位置決めされるように構成されたマニ
ホールドと、マニホールドおよびネットワークの上側を覆って位置決めされ、かつ組織部
位に隣接する組織に結合して密閉空間を形成するように構成されたカバーとを含み得る。
陰圧源が、マニホールドに流体的に結合して、マニホールドおよびネットワークを通して
密閉空間に陰圧をもたらすように構成され得る。
【０００７】
　他の実施形態では、陰圧療法環境内にある組織部位のマトリックスメタロプロテアーゼ
（ＭＭＰ）を調節するための装置を製造する方法が説明されている。支持材で強化された
複数のコラーゲン繊維が形成され、および複数のコラーゲン繊維を有する犠牲基質が、コ
ラーゲン繊維から形成され得る。複数のコラーゲン繊維は、互いの交差点において互いに
結合されて、複数の開口部を有するコラーゲン繊維のネットワークを形成し得る。複数の
開口部の開口部は、約０．２ｍｍ２～約２０ｍｍ２の平均面積を有し、メッシュを通した
陰圧の流れを可能にする。
【０００８】
　さらに他の実施形態では、陰圧療法を提供しかつ組織部位のマトリックスメタロプロテ
アーゼ（ＭＭＰ）を調節する方法が説明されている。支持材で強化されかつ互いに交差し
て複数の開口部を形成する複数のコラーゲン繊維を含む犠牲ネットワークが、提供され得
る。複数の開口部の開口部が、約０．２ｍｍ２～約２０ｍｍ２の平均面積を有し、メッシ
ュを通した陰圧の流れを可能にする。犠牲ネットワークは、組織部位に隣接して位置決め
され、およびマニホールドは、犠牲ネットワークに隣接して位置決めされ得る。陰圧源は
、マニホールドに流体的に結合され、および陰圧は、マニホールドおよび犠牲ネットワー
クを通して組織部位にもたらされ得る。
【０００９】
　特許請求する主題を作製しかつ使用する目的、利点、および好ましい態様は、以下の説
明に役立つ実施形態の詳細な説明と併せて添付図面を参照すると、最もよく理解され得る
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本明細書による、マトリックスメタロプロテアーゼを調節できる陰圧療
法システムの例示的な実施形態の一部分を立面図で示す、断面図である。
【図２】図２は、図１の陰圧療法システムのメッシュに関連付けられ得る追加的な詳細を
示す、斜視図である。
【図３】図３は、図１の陰圧療法システムの別のメッシュに関連付けられ得る追加的な詳
細を示す、斜視図である。
【図４】図４は、図１の陰圧療法システムの別のメッシュに関連付けられ得る追加的な詳
細を示す、概略図である。
【図５】図５は、図１の陰圧療法システムの別のメッシュに関連付けられ得る追加的な詳
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細を示す、斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　実施形態の以下の説明は、当業者が、添付の特許請求の範囲において説明された主題を
作製しかつ使用できるようにするための情報を提供するが、当業界で既に周知の特定の情
報に関する説明を省略し得る。それゆえ、以下の詳細な説明は、説明に役立ち、かつ非限
定的であるとみなされる。
【００１２】
　実施形態はまた、本明細書では、添付の図面に示される様々な要素間の空間関係または
様々な要素間の空間定位を参照して説明され得る。概して、そのような関係または定位は
、治療を受ける位置にいる患者と一致するかまたは患者に対する基準系とみなす。しかし
ながら、当業者によって認識される必要があるように、この基準系は、厳密な規定ではな
く、説明の手段にすぎない。
【００１３】
　図１は、本明細書による、組織部位１０１のマトリックスメタロプロテアーゼ（ＭＭＰ
）に調節剤をもたらすことができる陰圧療法システム１００の、一部分を立面図で示す、
断面図である。陰圧療法システム１００は、ドレッシングおよび陰圧源を含み得る。例え
ば、図１に示すように、ドレッシング１０２は、陰圧源１０４に流体的に結合され得る。
ドレッシングは、一般的に、カバーおよび組織インターフェースを含み得る。ドレッシン
グ１０２は、例えば、カバー１０６および組織インターフェース１０８を含む。いくつか
の実施形態では、組織インターフェース１０８は、マニホールド１１２と、複数のコラー
ゲン繊維１２６を含むメッシュ１１４とを含み得る。陰圧療法システム１００はまた、ド
レッシング１０２および陰圧源１０４に結合された、コンテナー１１０などの流体コンテ
ナーを含み得る。
【００１４】
　概して、陰圧療法システム１００の構成要素は、直接または間接的に結合され得る。例
えば、陰圧源１０４は、コンテナー１１０に直接結合され、およびドレッシング１０２に
コンテナー１１０を通して間接的に結合され得る。構成要素は、互いに流体的に結合され
て、構成要素間で流体（すなわち、液体および／または気体）を移動させる経路を提供し
得る。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、例えば、構成要素は、例えばチューブ１１６などのチューブ
を通して流体的に結合され得る。本明細書では「チューブ」は、チューブ、パイプ、ホー
ス、導管、または２つの端部間で流体を運ぶように適合された１つ以上のルーメンを備え
る他の構造体を広く指す。一般に、チューブは、細長く、シリンダー状構造であり、ある
程度可撓性があるが、幾何学的形状および剛性は様々とし得る。それに加えてまたはその
代わりに、いくつかの実施形態では、構成要素はまた、単一構造へ一体化されているかま
たは同じ材料部片から形成されている、物理的近接によって、結合され得る。いくつかの
状況では、結合はまた、機械的、熱的、電気的、または化学的結合（ケミカルボンドなど
）を含み得る。
【００１６】
　ドレッシング１０２は、チューブ１１６、およびコネクタ１１８などのコネクタを通し
て、コンテナー１１０に流体的に結合され得る。例えば、コネクタ１１８は、ＫＣＩ（Ｓ
ａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ、Ｔｅｘａｓ）から入手可能なＴ．Ｒ．Ａ．Ｃ．（登録商標）Ｐａ
ｄまたはＳｅｎｓａ　Ｔ．Ｒ．Ａ．Ｃ．（登録商標）Ｐａｄとし得る。いくつかの実施形
態では、コネクタ１１８は、密閉治療環境まで延在するチューブ１１６の一部分とし得る
か、または密閉治療環境内へと延在するマイクロポンプの真空ポートとし得る。
【００１７】
　動作中、組織インターフェース１０８は、組織部位内に、その上側を覆って、その上に
、それに隣接して、またはそうでなければそれに近接して配置され得る。カバー１０６は
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、組織インターフェース１０８の上側を覆って配置され、かつ組織部位１０１の近くの組
織に封止され得る。例えば、カバー１０６は、組織部位１０１の周辺の無傷の表皮に対し
て封止されてもよい。それゆえ、ドレッシング１０２は、組織部位１０１に近接して、外
部環境から実質的に隔離された密閉治療環境１２０を提供し、および陰圧源１０４は、密
閉治療環境１２０内の圧力を低下させ得る。密閉治療環境１２０内の組織インターフェー
ス１０８を用いて組織部位１０１にわたって適用された陰圧は、組織部位１０１にマクロ
歪みおよび微小歪みを誘発でき、ならびに組織部位１０１から滲出液および他の流体を除
去でき、それらをコンテナー１１０に収集して適切に廃棄できる。
【００１８】
　別の構成要素または箇所、例えば密閉治療環境内の圧力を低下させるために陰圧源を使
用する流体力学は、数学的に複雑とし得る。しかしながら、陰圧療法に適用可能である流
体力学の基本原理は、一般的に、当業者によく知られており、および減圧のプロセスは、
本明細書で、例えば陰圧の「送給」、「分配」、または「生成」と例示的に説明され得る
。
【００１９】
　概して、滲出液および他の流体は、流体路に沿って、より低い圧力の方へ流れる。それ
ゆえ、用語「下流」は、一般に、陰圧源に比較的近い流体路内の位置を指す。逆に、用語
「上流」は、陰圧源から比較的離れている流体路内の位置を指す。同様に、そのような基
準系では、流体の「入口」または「出口」の観点から、いくつかの特徴を説明することが
便利かもしれない。この方向付け（ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ）は、一般的に、本明細書の
陰圧療法システムの様々な特徴および構成要素を説明するために推定される。しかしなが
ら、流体路はまた、いくつかの適用例では逆にされてもよく（陽圧源で陰圧源を置き換え
ることによるなど）、かつこの記述的なしきたりは、限定的なしきたりであるとみなされ
るべきではない。
【００２０】
　これに関連して、用語「組織部位」は、骨組織、脂肪組織、筋組織、神経組織、皮膚組
織、脈管組織、結合組織、軟骨、腱、または靭帯を含むがこれらに限定されない組織にあ
るまたはその内部の、創傷または欠損を広範に指す。創傷は、例えば、慢性の、急性の、
外傷性の、亜急性の、および離開した創傷、中間層熱傷、潰瘍（例えば糖尿病潰瘍、圧迫
潰瘍、または静脈不全潰瘍）、弁（ｆｌａｐ）、およびグラフトを含み得る。用語「組織
部位」はまた、必ずしも傷ついても欠損してもいない、いずれかの組織領域を指し得るが
、その代わりに、追加的な組織の成長を支援または促進することが望ましいとし得る領域
である。例えば、いくつかの組織領域において陰圧を使用して、追加的な組織を成長させ
、それら組織を採取し、別の組織の箇所に移植してもよい。
【００２１】
　「陰圧」は、一般的に、局所的な周囲圧力を下回る圧力を指す。周囲圧力は、ドレッシ
ング１０２によってもたらされた密閉治療環境１２０の外側にある局所環境における圧力
とし得る。多くの場合、局所的な周囲圧力はまた、組織部位がある場所の大気圧とし得る
。あるいは、陰圧は、組織部位１０１における組織に関連する静水圧を下回り得る圧力と
し得る。他に指定のない限り、明細書で述べる圧力の値はゲージ圧である。同様に、陰圧
の上昇への言及は、一般に絶対圧の低下を指す一方、陰圧の低下は、一般に絶対圧の上昇
を指す。
【００２２】
　陰圧源１０４などの陰圧源は、陰圧での空気の溜め部としてもよいし、または密閉され
た容積部の圧力を低下させ得る手動または電動の装置、例えば真空ポンプ、吸引ポンプ、
多くのヘルスケア施設で利用可能なものなどの壁面吸い込みポート、またはマイクロポン
プなどとしてもよい。陰圧源は、陰圧療法をさらに容易にするセンサー、処理装置、アラ
ームインジケータ、メモリ、データベース、ソフトウェア、表示装置、またはユーザイン
ターフェースなどの他の構成要素内に収容され得るかまたはそれらと一緒に使用され得る
。組織部位に適用される陰圧の量および性質は、治療条件に従って変化し得るが、圧力は
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、一般的に、一般に低真空（ｒｏｕｇｈ　ｖａｃｕｕｍ）とも呼ばれる低真空（ｌｏｗ　
ｖａｃｕｕｍ）、－５ｍｍ　Ｈｇ（－６６７Ｐａ）～－５００ｍｍ　Ｈｇ（－６６．７ｋ
Ｐａ）である。一般的な治療範囲は、－７５ｍｍ　Ｈｇ（－９．９ｋＰａ）～－３００ｍ
ｍ　Ｈｇ（－３９．９ｋＰａ）である。
【００２３】
　組織インターフェース１０８は、一般的に、組織部位１０１に接触するように適合され
得る。組織インターフェース１０８は、部分的にまたは全体的に組織部位１０１と接触し
得る。組織部位１０１が創傷である場合、例えば、組織インターフェース１０８は、部分
的にまたは完全に創傷を塞ぎ得るか、または創傷の上側を覆って配置され得る。組織イン
ターフェース１０８は、様々な要因、例えば、施されている治療のタイプまたは組織部位
１０１の性質およびサイズに依存して、多くの形態を取り、および多くのサイズ、形状、
または厚さを有し得る。例えば、組織インターフェース１０８のサイズおよび形状は、深
くて異形の組織部位の輪郭に適合され得る。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、組織インターフェース１０８は、マニホールド１１２などの
マニホールドとし得る。これに関連して、「マニホールド」は、一般的に、陰圧下で流体
を収集するかまたは組織部位にわたって分配するように適合された複数の経路を提供する
任意の物体または構造体を含む。例えば、マニホールドは、陰圧源から陰圧を受け、かつ
その陰圧を、組織部位にわたって複数のアパーチャに分配するように適合されてもよく、
これは、組織部位にわたって流体を収集しかつ陰圧源の方へ流体を引く効果を有し得る。
いくつかの実施形態では、流体路は、逆にされてもよいし、または組織部位にわたって流
体を送給するのを容易にするために副流体路が設けられてもよい。
【００２５】
　いくつかの説明に役立つ実施形態では、マニホールドの経路は、組織部位にわたる流体
の分配または収集を改善し得るように相互に接続されたチャネルとし得る。例えば、気泡
質の発泡体、連続気泡発泡体、網状発泡体、多孔性組織集合体、およびガーゼまたはフェ
ルト材料などの他の多孔質材は、一般的に、相互接続された流体経路を形成するように適
合された細孔、エッジ、および／または壁を含む。液体、ゲル、および他の発泡体はまた
、アパーチャおよびフローチャネルを含み得るか、または硬化してアパーチャおよびフロ
ーチャネルを含み得る。いくつかの説明に役立つ実施形態では、マニホールドは、組織部
位に陰圧を一様に（または準一様に）分配するように適合された、連続気泡または細孔を
有する多孔質の発泡材料とし得る。いくつかの説明に役立つ実施形態では、マニホールド
は、約２０ミクロン～約４００ミクロンの範囲の直径の細孔を有し得る。発泡材料は、疎
水性でもまたは親水性でもよい。１つの非限定的な例では、マニホールドは、Ｋｉｎｅｔ
ｉｃ　Ｃｏｎｃｅｐｔｓ，Ｉｎｃ．（Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ、Ｔｅｘａｓ）から入手可
能なＧｒａｎｕＦｏａｍ（登録商標）ドレッシングなどの連続気泡の網状ポリウレタン発
泡体とし得る。
【００２６】
　組織インターフェース１０８が親水性材料から作製され得る例では、組織インターフェ
ース１０８はまた、組織部位にわたって陰圧を分配し続ける間に、組織部位から流体を吸
い上げ得る。組織インターフェース１０８の吸い上げ特性は、毛細管流動または他の吸い
上げ機構によって組織部位から流体を引き出し得る。親水性発泡体の例は、ポリビニルア
ルコール製の連続気泡発泡体、例えばＫｉｎｅｔｉｃ　Ｃｏｎｃｅｐｔｓ，Ｉｎｃ．（Ｓ
ａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ、Ｔｅｘａｓ）から入手可能なＶ．Ａ．Ｃ．ＷｈｉｔｅＦｏａｍ（
登録商標）ドレッシングとし得る。他の親水性発泡体は、ポリエーテルから作製されたも
のを含み得る。親水性を示し得る他の発泡体は、親水性をもたらすように処理または被覆
された疎水性発泡体を含む。
【００２７】
　組織インターフェース１０８は、密閉治療環境１２０内の圧力が低下されると、組織部
位における肉芽形成をさらに促進し得る。例えば、組織インターフェース１０８の表面の
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いずれかまたは全ては、凸凹した、粗い、またはギザギザしたプロファイルを有すること
があり、組織インターフェース１０８を通して陰圧が適用される場合、組織部位において
微小歪みおよび応力を誘発し得る。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、組織インターフェース１０８は、生体再吸収性材料から構成
され得る。好適な生体再吸収性材料は、限定されるものではないが、ポリ乳酸（ＰＬＡ）
とポリグリコール酸（ＰＧＡ）のポリマーブレンドを含み得る。ポリマーブレンドはまた
、限定されるものではないが、ポリカーボネート、ポリフマレート、およびカプララクト
ン（ｃａｐｒａｌａｃｔｏｎｅｓ）を含み得る。組織インターフェース１０８は、新しい
細胞増殖のための足場としての機能をさらに果たしてもよいし、または細胞増殖を促進す
るために組織インターフェース１０８と足場材料が一緒に使用されてもよい。足場は、一
般的に、細胞増殖または組織形成を増進させるまたは促進するのに使用される物体または
構造体であり、例えば、細胞増殖のテンプレートを提供する三次元の多孔質構造体とし得
る。足場材料の説明に役立つ例は、リン酸カルシウム、コラーゲン、ＰＬＡ／ＰＧＡ、コ
ーラルヒドロキシアパタイト（ｃｏｒａｌ　ｈｙｄｒｏｘｙ　ａｐａｔｉｔｅ）、カーボ
ネート、または加工された同種移植片材料を含む。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、カバー１０６は、バクテリアバリアおよび身体的外傷からの
保護を提供し得る。カバー１０６はまた、蒸発損失を低減させかつ２つの構成要素間また
は治療環境と局所的な外部環境との間などの２つの環境間に流体シールをもたらし得る材
料から構成され得る。カバー１０６は、例えば、所与の陰圧源に関して組織部位において
陰圧を維持するのに適したシールをもたらし得るエラストマーフィルムまたは膜とし得る
。いくつかの例示的な実施形態では、カバー１０６は、ポリマードレープ、例えば水蒸気
に対して透過性であるが液体に対して不透過性であるポリウレタンフィルムとし得る。そ
のようなドレープは、一般に、約２５～約５０ミクロンの範囲の厚さを有する。透過性材
料に関し、透過性は、一般的に、所望の陰圧が維持され得るように十分に低い必要がある
。
【００３０】
　カバー１０６を取付面、例えば無傷の表皮、ガスケット、または別のカバーに取り付け
るために、取付装置１２２などの取付装置が使用され得る。取付装置１２２は、多くの形
態をとり得る。例えば、取付装置１２２は、シール部材の周辺、一部分、または全体に延
在する、医学的に容認できる感圧接着剤とし得る。いくつかの実施形態では、例えば、カ
バー１０６の一部または全ては、約２５～６５ｇ．ｓ．ｍの塗布量を有するアクリル接着
剤によって被覆され得る。いくつかの実施形態では、より厚みのある（ｔｈｉｃｋｅｒ）
接着剤、または接着剤を組み合わせたものが塗布されて、シールを向上させかつ漏れを減
少させ得る。取付装置１２２の他の例示的な実施形態は、両面テープ、糊、親水コロイド
、ヒドロゲル、シリコーンゲル、またはオルガノゲルを含み得る。
【００３１】
　コンテナー１１０は、組織部位から引き出された滲出液および他の流体を管理するため
に使用され得るコンテナー、キャニスター、パウチ、または他の貯蔵構成要素を代表する
。多くの環境では、流体を収集、貯蔵、および廃棄するためには強固なコンテナーが好ま
しいとし得るか、または必要とされ得る。他の環境では、強固なコンテナーによって貯蔵
されなくても、流体は適切に廃棄され、および再使用可能なコンテナーが、陰圧療法に関
連する廃棄物およびコストを削減し得る。
【００３２】
　組織部位の治癒の最中、マトリックスメタロプロテアーゼ（ＭＭＰ）が生じる。ＭＭＰ
は、組織部位の再構築のプロセスを支援する酵素である。ＭＭＰは、メトジンシンスーパ
ーファミリーとして知られ得る、より大きなプロテアーゼファミリーに属する亜鉛依存性
エンドペプチダーゼ（ｚｉｎｃ－ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｅｎｄｏｐｅｐｔｉｄａｓｅｓ）
に分類され得る。ＭＭＰは、形態発生、新脈管形成、組織修復、肝硬変、関節炎、および
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転移を含む、生理学的なプロセスおよび病理学的なプロセスの双方に関連付けられ得る。
一般的に、ＭＭＰは、細胞外マトリックスタンパク質を分解する。細胞外マトリックスタ
ンパク質は、多細胞構造の細胞外の構成要素である。細胞外マトリックスタンパク質は、
組織を支持し、組織を分離し、組織の細胞間の連絡を調整し、かつ細胞の動的ふるまいを
調整し得る。細胞外マトリックスタンパク質はまた、細胞増殖因子を貯蔵でき、この因子
は、組織が損傷を受けると放出され得る。細胞外マトリックスタンパク質は、傷害での免
疫機構の反応を防止して炎症を防止することによって、組織の再成長（ｒｅｇｒｏｗｔｈ
）および治癒を支援する。細胞外マトリックスタンパク質はまた、周囲組織が、瘢痕組織
を形成するのではなく、損傷組織を修復するのを支援し得る。ＭＭＰは、組織の傷害時に
損傷した細胞外マトリックスタンパク質を分解することによって、細胞外マトリックスタ
ンパク質が組織を治癒するのを支援する。損傷した細胞外マトリックスタンパク質の分解
は、損傷していない細胞外マトリックスタンパク質が、新しく形成された構成要素と一体
化できるようにする。ＭＭＰはまた、感染の原因となり得るバイオフィルムを除去し、損
傷組織に新しい血管を確立するのを助け、上皮細胞の移動を支援し、および瘢痕組織を再
構築する。しかしながら、ＭＭＰは、損傷組織の治癒を抑制し得る。例えば、組織部位の
誤った位置にあるＭＭＰは、または組織部位にあるＭＭＰが多すぎると、治癒に必要な細
胞外マトリックスタンパク質を分解してしまう。一般に、炎症反応が高い組織部位は、治
癒の抑制を生じ得る割合でＭＭＰを生成し得る。炎症はまた、組織部位からの流体の生成
を増やす原因となり、浸軟および他の変性状態を生じ、それにより、治癒にかかる時間を
長引かせ得る。
【００３３】
　過剰なＭＭＰは、組織部位に調節剤を加えることによって、調節され得る。調節剤は、
構造タンパク質などの作用物質とし、組織部位に加えられ得る。調節剤は、タンパク質か
ら形成された清掃または犠牲構造を含み得る。組織部位に隣接して犠牲構造が配置される
場合、過剰なＭＭＰは、新しく形成された組織ではなく、犠牲構造を分解し、既存の炎症
および追加的な炎症の可能性を低下させる。いくつかの犠牲構造は、コラーゲン基質を形
成するコラーゲン物質のシートを含み得る。コラーゲン基質は、組織部位の表面上に配置
され得るか、または組織インターフェースやマニホールドなどの別の基質上に被覆され得
る。一般的に、調節剤は、ＭＭＰがアクティブでありかつ治癒に有害である組織部位の領
域に密接に接触して配置される必要がある。
【００３４】
　いくつかの組織部位は、治癒の最中に失速（ｓｔａｌｌ）し得る。失速した組織部位は
、所望の時間枠内で所望の治癒の進行に従わない組織部位とし得る。失速した組織部位は
、過剰なＭＭＰならびに過剰なエラスターゼおよび細菌プロテアーゼに起因し得る。エラ
スターゼおよび細菌プロテアーゼは、タンパク質の分解を支援し得るプロテアーゼのタイ
プである。過剰なエラスターゼおよび細菌プロテアーゼは、新しい組織が発生するときに
、それを分解することによって、治癒を抑制し、組織部位が治癒しないようにし得る。Ｍ
ＭＰと同様に、エラスターゼおよび細菌プロテアーゼは、酸化再生セルロース（ＯＲＣ）
などの調節剤を組織部位に加えることによって、調節され得る。ＯＲＣは、ｐＨ約４．４
未満で安定とし、および負に帯電され得る。ＯＲＣが組織部位に配置される場合、組織部
位は、ＯＲＣのｐＨを、体の自然なｐＨまで上昇させるように反応して、組織部位から不
要な生産物を除去するのを支援し得るグルクロン酸を生成し得る。負に帯電されているＯ
ＲＣはまた、正に帯電されているエラスターゼおよび細菌プロテアーゼを引き付けかつそ
れに結合し得る。
【００３５】
　陰圧療法の適用は、肉芽形成を促し、かつ創傷液を管理して、調節剤の効果を高め得る
。しかしながら、コラーゲン基質などのほとんどの調節剤は、連続的でありかつ非多孔性
である。基質が、プロテアーゼ、例えば組織部位のＭＭＰ、エラスターゼ、および細菌プ
ロテアーゼと密接に接触するように、コラーゲン基質、ＯＲＣ基質、または複合コラーゲ
ン／ＯＲＣ基質が組織部位に隣接して配置されると、基質は、陰圧を含め、流体の流れの
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バリアの機能を果たし得る。その結果、調節剤は、組織部位への陰圧の伝達を抑制し、陰
圧療法が、肉芽形成を促しかつ創傷液を管理しないようにし得る。それゆえ、調節剤は、
ＭＭＰ、エラスターゼ、および細菌プロテアーゼに起因する損傷を減少させ得るが、調節
剤は、浸軟を増やし、肉芽形成を制限し、および他の方法で陰圧療法の利点を妨害し得る
。少なくともこの理由のため、臨床医は、陰圧療法で調節剤を使用したがらない。基質に
孔を形成するために基質を穿孔することは、組織部位に陰圧を伝達するのを助けるが、孔
から打ち抜かれた材料が廃棄物として廃棄され、コスト上効率的ではない。犠牲基質が穿
孔される場合でも、そのような基質はまた、十分な直径の孔を有して、陰圧の流れを可能
にし、かつ十分な剛性および強度を有して、組織部位への陰圧の伝達に耐える必要がある
。
【００３６】
　これらのおよび他の限界が、ＭＭＰ、エラスターゼ、および細菌プロテアーゼを含むプ
ロテアーゼに調節剤を提供し得る一方で、組織部位に陰圧をもたらす陰圧療法システム１
００によって対処され得る。いくつかの実施形態では、陰圧療法システム１００は、十分
なサイズまたは直径の複数の開口部を有するネットワークを形成するように互いに交差す
る複数のコラーゲン繊維を含むメッシュ１１４を有するドレッシング１０２を含み、メッ
シュ１１４を通した陰圧の流れを可能にして、犠牲基質、犠牲ネットワーク、または調節
層として機能し得る。開口部は、任意の形状とし得るが、陰圧の流れを抑制しないように
、十分なサイズまたは面積である。コラーゲン繊維は、支持材によって強化され、コラー
ゲン繊維のコラーゲン含有量は、コラーゲン繊維の総含有量の約３０％とし得る。他の実
施形態では、コラーゲン繊維の総コラーゲン含有量は、コラーゲン繊維の総含有量の約１
０％～約５０％とし得る。いくつかの実施形態では、支持材は、ポリエチレンオキシドと
してもよく、およびポリエチレンオキシドは、コラーゲン繊維の総材料含有量の約９０％
～約５０％とし得る。支持材は水溶性とし得る。支持材はまた、生分解性とし得る。いく
つかの実施形態では、支持材は、支持材から形成された支持繊維の形態を取り、およびコ
ラーゲン繊維と撚り合わされて、コラーゲンをさらに強化し得る。いくつかの実施形態で
は、メッシュ１１４は、ＯＲＣから形成された繊維を含み得る。
【００３７】
　図２は、陰圧療法システム１００のいくつかの例示的な実施形態に関連付けられ得る追
加的な詳細を示す、メッシュ１１４の一部分の斜視図であり、メッシュ１１４が複数のコ
ラーゲン繊維１２６、１２７から形成されている。いくつかの実施形態では、メッシュ１
１４は、織り、編み、糸結び、リンキング、または他の方法でコラーゲン繊維１２６、１
２７を接続して開口部またはメッシュアパーチャ１３０の規則的なパターンを形成するこ
とによって、形成され得る。図２に示すように、メッシュ１１４は、互いに実質的に平行
に位置合わせされた第１の複数のコラーゲン繊維１２６と、同様に互いに実質的に平行に
位置合わせされた第２の複数のコラーゲン繊維１２７とを含み得、第１および第２の複数
のコラーゲン繊維１２６、１２７は、互いに隣接して、ある角度で位置決めされる。その
結果、第１および第２の複数のコラーゲン繊維１２６、１２７は互いに重なり合って、複
数の開口部またはメッシュアパーチャ１３０を有するネットワークを形成する。第１およ
び第２の複数のコラーゲン繊維１２６、１２７は互いに交差して、複数の交差点１３６を
形成し得る。少なくとも２本のコラーゲン繊維１２６、１２７の交差点１３６は、交差点
１３６において繊維を重ね合わせることによって、または繊維間の他のタイプの接続によ
って、形成され得る。
【００３８】
　第１および第２の複数のコラーゲン繊維１２６、１２７は、それぞれ隣接するコラーゲ
ン繊維１２６、１２７から、それぞれ約０．５ｍｍ～約５ｍｍとし得る距離１３２および
１３４だけ、分離され得る。他の実施形態では、距離１３２および１３４は、約１．０ｍ
ｍ～約２．５ｍｍとし得る。いくつかの実施形態では、距離１３２の第１の方向、および
距離１３４の第２の方向は、直角をなし得る。いくつかの実施形態では、距離１３２およ
び距離１３４は、同じとし得る。他の実施形態では、距離１３２の第１の方向と、距離１
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３４の第２の方向とによって形成された角度は、直角以外の角度としてもよく、および距
離１３２および距離１３４は、同じでなくてもよい。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、メッシュアパーチャ１３０の平均有効径は、約１ｍｍとし得
る。非円形領域の有効径は、非円形領域と同じ表面積を有する円形領域の直径とし得る。
例えば、距離１３２が０．５ｍｍであり、および距離１３４が０．５ｍｍであるメッシュ
アパーチャ１３０の表面積は、０．２５ｍｍ２とし得る。０．２５ｍｍ２の表面積を有す
る円形領域の直径は、約０．５６ｍｍである；その結果、例示的なメッシュアパーチャ１
３０の有効径は、約０．５６ｍｍである。同様に、距離１３２が約４ｍｍであり、および
距離１３４が約４ｍｍである場合、メッシュアパーチャ１３０の有効径は、約４．５１ｍ
ｍとし得る。いくつかの実施形態では、各メッシュアパーチャ１３０は、メッシュアパー
チャ１３０の有効径によって形成された面積を有し得る。いくつかの実施形態では、各メ
ッシュアパーチャ１３０は、面積が均一とし得る。他の実施形態では、各メッシュアパー
チャ１３０は、面積が均一でなくてもよい。メッシュアパーチャ１３０の面積が均一でな
い場合、メッシュアパーチャ１３０の面積の平均は、約０．２ｍｍ２～約２０ｍｍ２とし
得る。いくつかの実施形態では、メッシュアパーチャ１３０は、正方形とし得る。他の実
施形態では、メッシュアパーチャ１３０は、矩形、三角形、円形、卵形、または無定形な
どの他の形状を形成し得る。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、コラーゲン繊維１２６、１２７のそれぞれは、直径１２８を
有し得る。いくつかの実施形態では、直径１２８は、約１ｍｍ以下とし得る。いくつかの
実施形態では、直径１２８は、約１ミクロンとし得る。いくつかの実施形態では、直径１
２８は、約５ミクロン～約５０ミクロンとし得る。交差点１３６は隆起１４１を有し得る
。いくつかの実施形態では、交差点１３６における隆起１４１は、コラーゲン繊維１２６
、１２７の直径１２８に等しいとし得る。いくつかの実施形態では、隆起１４１は、メッ
シュ１１４の形成後にメッシュ１１４を圧縮することによって、減少され得る。隆起１４
１はまた、メッシュ１１４に圧力を加えてメッシュ１１４のしわを伸ばし得るカレンダー
にメッシュ１１４を通過させることによって、減少され得る。いくつかの実施形態では、
隆起１４１は約１ｍｍ未満とし得る。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、メッシュ１１４は、実質的に平坦とし得る。例えば、メッシ
ュ１１４は厚さ１２４を有し、およびメッシュ１１４の個々の部分は、厚さ１２４からの
最小許容誤差を有し得る。いくつかの実施形態では、メッシュ１１４の厚さ１２４は、一
部には、繊維１２６、１２７の直径１２８に基づき得る。いくつかの実施形態では、メッ
シュ１１４の厚さ１２４は約１ｍｍとし、および厚さ１２４の許容誤差は約２ｍｍ未満と
し得る。別の例示的な実施形態では、メッシュ１１４の厚さ１２４の許容誤差は約１ｍｍ
未満とし得る。他の実施形態では、メッシュ１１４の厚さ１２４の許容誤差は約０．５ｍ
ｍ未満とし得る。他の実施形態では、メッシュ１１４の厚さ１２４は約５ミクロン～約５
０ミクロンとし得る。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、メッシュ１１４は、押出プロセスによって形成され得る。例
えば、コラーゲンは、ポリ（ラクチド－グリコリド）などのポリマー、または押出プロセ
スに特に好適とし得るＰＬＧＡコポリマーと、ブレンドされ得る。ブレンドされたコラー
ゲンポリマーは、メッシュ１１４に押し出され、そのメッシュは、複数のコラーゲン繊維
１２６、１２７を有し、それらの間に複数のメッシュアパーチャ１３０が形成され得る。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、コラーゲン繊維１２６、１２７は、複数のステープルファイ
バーから形成され得る。ステープルファイバーは、選択された標準化された長さの繊維と
し得る。コラーゲン繊維１２６、１２７は、コラーゲンから形成されたステープルファイ
バーと、支持材から形成されたステープルファイバーとの組み合わせであり、コラーゲン
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のステープルファイバーのコラーゲン物質を強化し得る。コラーゲンのステープルファイ
バーは、溶融紡糸、湿式紡糸、エレクトロスピニング、または他の好適なプロセスによっ
て形成され得る。溶融紡糸は、ポリマー中にコラーゲンを溶融して、複合物質を紡糸口金
に押し込み、繊維を形成することを含み得る。例えば、コラーゲンスプリットスキン（ｃ
ｏｌｌａｇｅｎ　ｓｐｌｉｔ　ｓｋｉｎ）は、変性されかつ乾燥されて、遠心ミルですり
つぶして粉体にされ、およびグリセロールおよび脱イオン水と混合され得る。この溶液が
、押出紡績システムに供給されて、繊維を形成し得る。湿式紡糸は、ポリマー中にコラー
ゲンを溶解して、低ｐＨの凝固浴を形成することを含み得る。凝固浴中の液体は蒸発して
、微細な繊維を形成し得る。例えば、コラーゲン分散体は、アルカリ処理されたウシおよ
びブタの分離片（ｓｐｌｉｔ）を使用して、これらスプリットを、溶液で処理し、刻み、
酸性化し、かつコロイドミル内で処理して、準備され得る。コラーゲン分散体は、シリン
ダー紡績システムによって加工されて糸を紡いで、これは、浴内で凝固され、風乾され、
およびボビンに巻かれ得る。エレクトロスピニングは、コラーゲン－ポリマー溶液を電界
にさらして、ペンダントドロップの表面に電荷蓄積を引き起こし得る。電荷蓄積は、ドロ
ップの表面張力によって生じる力を直接妨害する力を生成し、これは、電界強度の臨界値
を超えると、細いフィラメントを形成するように排出する、帯電したジェットを引き起こ
し得る。コラーゲンおよびポリエチレンオキシドポリマーを用いるエレクトロスピニング
に関する追加的な情報は、Ｌｅｉ　Ｈｕａｎｇ，ｅｔ　ａｌ．“Ｅｎｇｉｎｅｅｒｅｄ　
ｃｏｌｌａｇｅｎ－ＰＥＯ　ｎａｎｏｆｉｂｅｒｓ　ａｎｄ　ｆａｂｒｉｃｓ，”Ｊ．Ｂ
ｉｏｍａｔｅｒ．Ｓｃｉ．Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｅｄｎ，Ｖｏｌ．１２，Ｎｏ．９，ｐｐ．９
７９－９９３（２００１）に説明されており、これを、あらゆる点において本願明細書に
援用する。その後、コラーゲンのフィラメントは、標準化された長さに切断されて、ステ
ープルファイバーを形成し得る。いくつかの実施形態では、コラーゲンのステープルファ
イバーの長さは、約４ｍｍ～約６ｍｍとし得る。
【００４４】
　支持材から形成されたステープルファイバーは、ポリエチレンオキシド、アルギン酸、
ポリ乳酸、他の生体吸収性ポリマー、ポリビニルアルコール、ポリカプララクトン（ＰＯ
ＬＹＣＡＰＲＡＬＡＣＴＯＮＥＳ）、またはポリアミドのうちの１つ以上から形成され得
る。支持材のステープルファイバーは、支持材のフィラメントを生成してフィラメントを
標準化された長さに切断することによって、形成され得る。いくつかの実施形態では、支
持材のステープルファイバーの長さは、約４ｍｍ～約６ｍｍとし得る。
【００４５】
　コラーゲンのステープルファイバー、および支持材のステープルファイバーは、撚り合
わされて、およびコラーゲン繊維１２６、１２７を形成するように、梳毛機ですかれ得る
。いくつかの実施形態では、コラーゲン繊維１２６、１２７のコラーゲン含有量は、コラ
ーゲン繊維１２６、１２７の総含有量の約３０％とし得る。他の実施形態では、コラーゲ
ン繊維１２６、１２７の総コラーゲン含有量は、コラーゲン繊維１２６、１２７の総含有
量の約１０％～約５０％とし得る。コラーゲン繊維１２６、１２７の残量は、支持材とし
得る。例えば、いくつかの実施形態では、支持材はポリエチレンオキシドとしてもよく、
およびポリエチレンオキシドは、コラーゲン繊維１２６、１２７の総材料含有量の約９０
％～約５０％とし得る。いくつかの実施形態では、コラーゲン繊維１２６、１２７は、一
連のコラーゲン要素とし得る。
【００４６】
　図１を参照して説明すると、陰圧は、マニホールド１１２を通して組織部位１０１に供
給され得る。マニホールド１１２は、メッシュ１１４を収縮させかつそれを組織部位１０
１の表面へと圧迫し、および陰圧は、メッシュアパーチャ１３０を通して組織部位１０１
に分配され得る。メッシュ１１４は、組織部位１０１から水分を簡単に吸収し得る。メッ
シュ１１４が組織部位１０１から水分を吸収すると、メッシュ１１４のコラーゲン繊維１
２６、１２７は膨張し得る。メッシュアパーチャ１３０は、陰圧がメッシュ１１４を通し
て組織部位１０１に分配され続けるようなサイズにされ得る。マニホールド１１２による
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メッシュ１１４の圧迫はまた、メッシュ１１４をマニホールド１１２中へと押し込み、お
よびマニホールド１１２が、組織部位１０１の表面に接触できるようにし、微小歪みをも
たらし、かつ灌流を送給し得る。メッシュ１１４は、肉芽形成を抑制しなくてもよいが、
膨潤し、かつマニホールド１１２中へと分散して、組織部位１０１への陰圧の流れを制限
することなく、ＭＭＰ調節をもたらす。
【００４７】
　図３は、陰圧療法システム１００の他の例示的な実施形態に関連付けられ得る追加的な
詳細を示す、メッシュ２１４の一部分の斜視図である。メッシュ２１４は、メッシュ１１
４に関して上述したものと同様とし、かつ、そのように動作し得る。同様の要素は、２０
０番台にされた同様の参照符号を有し得る。図３に示すように、メッシュ２１４は、複数
の支持繊維２３８および複数のコラーゲン繊維２２６を含み得る。いくつかの実施形態で
は、コラーゲン繊維２２６および支持繊維２３８は、ネットワークまたはメッシュ２１４
などのメッシュを形成するように、織られ得る。いくつかの実施形態では、コラーゲン繊
維２２６および支持繊維２３８は織られて、コラーゲン繊維２２６および支持繊維２３８
が、交差点２３６において重なり合うようにし得る。いくつかの実施形態では、コラーゲ
ン繊維２２６および支持繊維２３８は、交互にされ得る。例えば、複数の支持繊維２３８
は、平行な列に並べられ、および複数のコラーゲン繊維２２６は、複数の支持繊維２３８
と一緒に並べられるため、コラーゲン繊維２２６は、隣接する支持繊維２３８間にあって
、第１の繊維層２２６、２３８を形成する。第１の繊維層２２６、２３８と同様の構成を
有する第２の繊維層２２７、２３９は、第１の繊維層２２６、２３８と織られて、図３の
メッシュ２１４を生じる。
【００４８】
　メッシュ２１４は、隣接する繊維間の距離２３４および距離２３２によって形成された
メッシュアパーチャ２３０を含み得る。メッシュ２１４のメッシュアパーチャ２３０の平
均有効径は、約１ｍｍ～約５ｍｍとし得る。図３のメッシュ２１４はまた、コラーゲン繊
維２２６、２２７および支持繊維２３８、２３９などの重なり合う繊維の交差点２３６に
隆起２４１を含み得る。コラーゲン繊維２２６、２２７はまた、直径２２８を有し得る。
【００４９】
　一般的に、メッシュ２１４の厚さ２２４、コラーゲン繊維２２６、２２７、直径２２８
、メッシュアパーチャ２３０、距離２３２、距離２３４、交差点２３６、および隆起２４
１は、メッシュ１１４、メッシュ１１４の厚さ１２４、コラーゲン繊維１２６、１２７、
直径１２８、メッシュアパーチャ２３０、距離１３２、距離１３４、交差点１３６、およ
び隆起１４１のそれぞれに関して上述したものと同様とし、かつ、そのように動作し得る
。
【００５０】
　支持繊維２３８、２３９は、支持材から形成された繊維とし、かつコラーゲン含有量を
ほとんどまたは全く有しないとし得る。上述の通り、支持材は、ポリエチレンオキシド、
アルギン酸、ポリ乳酸、他の生体吸収性ポリマー、ポリビニルアルコール、ポリカプララ
クトン、またはポリアミドのうちの１つ以上とし得る。支持繊維２３８、２３９は、モノ
フィラメント、複数の撚り合わされたモノフィラメント、複数のフィラメント、または複
数のステープルファイバーから作製され得る。モノフィラメントは、単一のフィラメント
とし得る。いくつかの実施形態では、モノフィラメントは、例えば、プラスチックの単一
の合成繊維から形成され得る。モノフィラメントは、モノフィラメントの直径、およびモ
ノフィラメントが形成される材料のタイプに関連した引張強度を有し得る。フィラメント
は、連続的なまたはほぼ連続的な長さに形成される繊維とし得る。支持繊維２３８、２３
９のそれぞれは、直径２４０を有し得る。いくつかの実施形態では、直径２４０は、約１
ｍｍ以下とし得る。
【００５１】
　図４は、陰圧療法システム１００の他の例示的な実施形態に関連付けられ得る追加的な
詳細を示す、メッシュ３１４の一部分の概略図である。メッシュ３１４は、メッシュ１１
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４に関して上述したものと同様とし、かつ、そのように動作し得る。同様の要素は、３０
０番台にされた同様の参照符号を有し得る。いくつかの実施形態では、複数のコラーゲン
繊維３２６および複数の支持繊維３３８は、不織メッシュ３１４に形成され得る。例えば
、コラーゲン繊維３２６および支持繊維３３８は、コンベヤーベルトに分散され、および
湿式、風成、またはカーディング／クロスラッププロセスによって均一なウェブに広げら
れ得る。コラーゲン繊維３２６および支持繊維３３８は、熱的にボンディングされ得るか
、または樹脂を使用することによって、メッシュ３１４のメッシュを形成し得る。例えば
、コラーゲン繊維３２６および支持繊維３３８は、重なり合い、かつ交差点３３６を形成
し、そこで、コラーゲン繊維３２６および支持繊維３３８は、他の繊維に重なり合い得る
。メッシュ３１４の重なり合う繊維はまた、メッシュアパーチャ３３０などの開口部を形
成し得る。図４に示すように、メッシュアパーチャ３３０は、サイズが均一でなくてもよ
い。メッシュ３１４のメッシュアパーチャ３３０の平均有効径は、約１ｍｍ～約５ｍｍと
し得る。メッシュアパーチャ３３０のサイズが均一でない場合、メッシュアパーチャ３３
０の有効径の平均は、約１ｍｍ～約５ｍｍとし得る。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、メッシュ３１４はまた、コラーゲン繊維３２６のみを有する
スパンボンド（ｓｐｕｎｌａｉｄ）プロセスにおいて形成され得る。スパンボンド不織は
、上述の通りコラーゲン繊維３２６を形成することによって、連続的なプロセスにおいて
作製され得る。コラーゲン繊維３２６は、コラーゲン繊維３２６をさらに切断することな
く、物理的なデフレクタによってまたは気流を用いて、ウェブに分散され得る。
【００５３】
　一般的に、メッシュ３１４の厚さ、コラーゲン繊維３２６、コラーゲン繊維３２６の直
径、メッシュアパーチャ３３０、交差点３３６、支持繊維３３８、および支持繊維３３８
の直径は、メッシュ１１４、メッシュ１１４の厚さ１２４、コラーゲン繊維１２６、１２
７、直径１２８、メッシュアパーチャ１３０、交差点１３６、支持繊維２３８、および支
持繊維２３８の直径２４０に関してそれぞれ上述したものと同様とし、かつ、そのように
動作し得る。
【００５４】
　図５は、陰圧療法システム１００の他の例示的な実施形態に関連付けられ得る追加的な
詳細を示す、コラーゲンおよび酸化再生セルロース（ＯＲＣ）を有するメッシュ４１４の
一部分の斜視図である。メッシュ４１４は、メッシュ１１４に関して上述したものと同様
とし、かつ、そのように動作し得る。同様の要素は、４００番台にされた同様の参照符号
を有し得る。図５に示すように、メッシュ４１４は、複数のＯＲＣ繊維４４８および複数
のコラーゲン繊維４２６を含み得る。いくつかの実施形態では、コラーゲン繊維４２６お
よびＯＲＣ繊維４４８は一緒に織られて、ネットワーク、またはメッシュ４１４などのメ
ッシュを形成し得る。いくつかの実施形態では、コラーゲン繊維４２６およびＯＲＣ繊維
４４８は一緒に織られるため、コラーゲン繊維４２６およびＯＲＣ繊維４４８は交差点４
３６において重なり合い得る。いくつかの実施形態では、コラーゲン繊維４２６およびＯ
ＲＣ繊維４４８は交互にされ得る。例えば、複数のＯＲＣ繊維４４８は、平行な列に並べ
られ、および複数のコラーゲン繊維４２６は、複数のＯＲＣ繊維４４８と一緒に並べられ
るため、コラーゲン繊維４２６は、隣接するＯＲＣ繊維４４８の間にされて、繊維４２６
、４４８の第１の層を形成し得る。繊維４２６、４３８の第１の層と同様の構成を有する
繊維４２７、４４９の第２の層は、繊維４２６、４３８の第１の層と織られて、図５のメ
ッシュ４１４を生じ得る。
【００５５】
　メッシュ４１４は、隣接する繊維間の距離４３４および距離４３２によって形成された
メッシュアパーチャ４３０を含み得る。メッシュ４１４のメッシュアパーチャ４３０の平
均有効径は、約１ｍｍ～約５ｍｍとし得る。図５のメッシュ４１４はまた、コラーゲン繊
維４２６、４２７およびＯＲＣ繊維４４８、４４９などの重なり合う繊維の交差点４３６
に隆起４４１を含み得る。コラーゲン繊維４２６、４２７はまた、直径４２８を有し得る
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。
【００５６】
　一般的に、メッシュ４１４の厚さ４２４、コラーゲン繊維４２６、４２７、直径４２８
、メッシュアパーチャ４３０、距離４３２、距離４３４、交差点４３６、および隆起４４
１は、メッシュ１１４、メッシュ１１４の厚さ１２４、コラーゲン繊維１２６、１２７、
直径１２８、メッシュアパーチャ４３０、距離１３２、距離１３４、交差点１３６、およ
び隆起１４１のそれぞれに関して上述したものと同様とし、かつ、そのように動作し得る
。
【００５７】
　ＯＲＣ繊維４４８、４４９は、酸化再生セルロース（ＯＲＣ）から形成された繊維とし
得る。ＯＲＣは、繊維中へと押し出され得る再生多糖ポリマーとし得る。いくつかの実施
形態では、ＯＲＣ繊維４４８、４４９は、酸化セルロースから形成された繊維とし得る。
酸化セルロースは、セルロースおよび酸化剤から生産された不水溶性セルロース誘導体と
し、繊維中へと押し出され得る。いくつかの実施形態では、ＯＲＣ繊維４４８、４４９は
、すりつぶして粉体にされ、支持材内に分散されたかまたは支持体の繊維を被覆した、Ｏ
ＲＣを有する支持材から形成された繊維とし得る。ＯＲＣ繊維４４８、４４９は、モノフ
ィラメント、複数の撚り合わされたモノフィラメント、複数のフィラメント、または複数
のステープルファイバーから形成され得る。ＯＲＣ繊維４４８、４４９のそれぞれは、直
径４５０を有し得る。いくつかの実施形態では、直径４５０は、約１ｍｍ以下とし得る。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、図５に示すように、ＯＲＣ繊維４４８、４４９は、コラーゲ
ン繊維４２６、４２７と一緒に、織り状態で配置され得る。他の実施形態では、ＯＲＣ繊
維４４８、４４９は、図４のメッシュ３１４と同様に、コラーゲン繊維４２６、４２７と
一緒に、不織状態で配置され得る。いくつかの実施形態では、ＯＲＣ繊維４４８、４４９
は、メッシュ４１４の約４５％を含み得る。コラーゲン繊維４２７、４２８は、メッシュ
４１４の約５５％を含み得る。いくつかの実施形態では、メッシュ４１４の非支持材の約
４５％は、ＯＲＣ材料とし、およびメッシュ４１４の非支持材の約５５％は、コラーゲン
物質とし得る。
【００５９】
　メッシュ１１４に関して上述した通り、陰圧は、マニホールド１１２を通して組織部位
１０１に供給され、メッシュ４１４を収縮させかつ組織部位１０１の表面へと圧迫し得る
。陰圧は、メッシュアパーチャ４３０を通して組織部位１０１に分配され得る。メッシュ
４１４は、組織部位１０１からの水分を簡単に吸収し得る。メッシュ４１４が、組織部位
１０１からの水分を吸収すると、メッシュ４１４のコラーゲン繊維４２６、４２７および
ＯＲＣ繊維４４８、４３９は、膨張し得る。メッシュアパーチャ４３０は、陰圧がメッシ
ュ４１４を通して組織部位１０１に分配され続け得るようなサイズにされ得る。マニホー
ルド１１２によるメッシュ４１４の圧迫はまた、メッシュ４１４をマニホールド１１２中
へと押し込み、かつマニホールド１１２を組織部位１０１に接触できるようにし、微小歪
みをもたらし、かつ灌流を送給し得る。メッシュ４１４は、肉芽形成を抑制しないが、膨
化し、かつマニホールド１１２に分散して、組織部位１０１への陰圧の流れを制限するこ
となく、ＭＭＰ調節、エラスターゼ調節、および細菌プロテアーゼ調節をもたらし得る。
【００６０】
　本明細書で説明するシステム、装置、および方法は、重要な利点をもたらし得る。例え
ば、プロテアーゼ調節および陰圧療法の利点を適用しかつそれをもたらす、柔軟でありか
つ互換性のある方法が提供され得る。いくつかの実施形態では、メッシュは、組織部位へ
の陰圧の送給を妨げることなく、微小歪みの形成を可能にして、ＭＭＰ調節をもたらし得
る。いくつかの実施形態では、メッシュはまた、ＭＭＰ調節に加えて、エラスターゼおよ
び細菌プロテアーゼ調節を提供し得る。メッシュはまた、除去する必要なく、大量の（ｈ
ｅａｖｙ）滲出液の流れに耐え得る。メッシュは、組織部位上に直接配置され、かつ利用
可能なコラーゲンを効率的に使用し得る一方で、コラーゲンを、組織部位に直接接触して
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配置する。メッシュは、十分に生体吸収性とし得るため、組織部位にアクセスすることが
困難な深い箇所に配置され得、そこでは、装置の除去が望ましくないかもしれない。
【００６１】
　いくつかの説明に役立つ実施形態に示すが、当業者は、本明細書で説明するシステム、
装置、および方法は、様々な変更および修正の影響を受けやすいことを認識する。さらに
、「または」などの用語を使用する様々な代替形態の説明は、文脈上明白に他の意味に解
釈すべき場合を除いて、相互排他性を必要とせず、および不定冠詞「ａ」または「ａｎ」
は、文脈上明白に他の意味に解釈すべき場合を除いて、対象を、単一の例に限定しない。
【００６２】
　添付の特許請求の範囲は、上述の主題の新規のおよび発明的な態様を説明するが、特許
請求の範囲はまた、具体的に詳細には言及しない追加的な主題を含み得る。例えば、いく
つかの特徴、要素、または態様は、新規のおよび発明的な特徴を当業者に既に公知の特徴
から区別する必要がない場合、特許請求の範囲から省略されてもよい。本明細書で説明す
る特徴、要素、および態様はまた、添付の特許請求の範囲によって定義される本発明の範
囲から逸脱することなく、同じ、等価の、または同様の目的を果たす代替的な特徴と組み
合わせられ得るかまたはそれによって置き換えられ得る。

【図１】 【図２】
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【図５】



(24) JP 2017-524480 A 2017.8.31

10

20

30

40

【国際調査報告】



(25) JP 2017-524480 A 2017.8.31

10

20

30

40



(26) JP 2017-524480 A 2017.8.31

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  ロビンソン，ティモシー，マーク
            イギリス　アールジー２３　８エイチエイチ，ベイジングストーク，ウェリントンテラス　２７
(72)発明者  カレン，ブレダ，マリー
            イギリス　ビーディー２３　１エイチアール，スキプトン，コンソートストリート　７
Ｆターム(参考) 4C081 AA01  BA16  BB01  BB09  CA051 CA171 CA181 CA231 CD021 CD041
　　　　 　　        CD121 DA16  DB01 
　　　　 　　  4C167 AA39  BB13  BB24  BB40  CC05  CC06  GG12  GG42  GG43  HH19 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

